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研究成果の概要：スルホンとアルデヒドに塩基を逐次滴下するワンポット反応を確立し各種芳

香族アセチレンを合成した。さらに塩基に工夫を加えることにより、究極のアセチレン合成法

を確立した。また、合成されたフェニレンエチニレン化合物が有機材料として有望であること

が判明した。 

  

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 34,800,000 0 34,800,000 

2006 年度 17,400,000 0 17,400,000 

2007 年度 17,400,000 0 17,400,000 

2008 年度 17,400,000 0 17,400,000 

  年度    

総 計 87,000,000 0 87,000,000 

 

 

研究分野： 

科研費の分科・細目： 

キーワード：芳香族, アセチレン, 分子変換, 炭素-炭素結合, ワンポットプロセス 

 

１．研究開始当初の背景 

 化学産業の基盤であるプロセス有機合成化

学のニーズに応えうる真の高度分子変換は限

られていた。なかでも電子材料として有望な

芳香族アセチレン化合物は従来遷移金属を触

媒として用いる反応で合成されていた。 

 

２．研究の目的 

 遷移金属触媒に依存しない芳香族アセチレ

ンの実践的な合成法を確立し、得られた化合

物の光学的な特徴を明らかにするとともに、

電子材料としての可能性を探索することを目

的とした。 
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３．研究の方法 

 スルホンとアルデヒドの二重脱離反応によ

りアセチレン結合を形成する。得られた芳香

族アセチレン化合物の特性を吸収スペクトル、

蛍光スペクト、その他の物理化学的測定手段

により明らかにする。さらに物性科学の専門

家と協力し、芳香族アセチレン化合物の有機

EL, FET 部材としの可能性を探索する。 

 

４．研究成果 

 スルホンとアルデヒドに塩基を逐次滴下す

るワンポット反応を確立し各種芳香族アセチ

レンを合成した（スキーム１）。エチルスルホ

ンを用いた場合には、１-アリールプロピンが

得られ、これを原料に用いて拡張π共役分子

を合成することに成功した（スキーム２）。さ

らに塩基に工夫を加えることによりスルホン、

アルデヒド、塩基を一気に混合するワンショ

ット反応を開発した。これにより反応プロセ

スは格段に簡略化され、究極のアセチレン合

成法が誕生した（スキーム３）。 
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 二重脱離アセチレン合成法は中間体として

ビニルスルホンを経由するが、ハロゲン置換

ビニルスルホンを芳香族アセチレン前駆体と

して利用することでより複雑な拡張共役型フ

ェニレンエチニレンを合成することができた

（スキーム４）。 
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 合成された芳香族アセチレンは３００−５０

０ナノメートルに強い蛍光を示すとともに高

いホール輸送能を持つことが明らかになった。

これらの化合物を用いて有機 EL デバイスを

作成したところ高い外部量子収率（２．５％）

を示した（スキーム５）。また、フェニレンエ

チニレンをシロールに置換した場合には、こ

れまでの報告例を遙かに凌駕する高い蛍光量

子収率を持つシロールを合成することができ

た（スキーム６）。また、フェニレンエチニレ

ンをケイ素に置換したテトラエチニルシラン

がケイ素上の軌道を介して三次元的に拡張し



 

 

たπ共役系を持つことが明らかになった（ス

キーム７）。さらに直鎖状フェニレンエチニレ

ン化合物は FET 素材として有望であること

が判明した（スキーム８）。 
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以上のごとく、本研究は当初期待した通りの

成果を上げることができた。 
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